
刑法犯認知件数は55,080件で、前年に比べ10,431件（15.9％）減少しました。

戦後最多を記録した平成15年の約22万５千件の約４分の１に減少しています。

侵入盗は、平成18年以来、12年ぶりに全国ワースト１位から脱却しましたが、住

宅対象侵入盗は、12年連続全国ワースト１位となっています。

住宅対象侵入盗は、玄関などに鍵をかけないで被害に遭ったものが、３割を超

えています。短時間の外出、在宅中、就寝中を問わず、窓やドアの鍵をかけま

しょう。
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アンキーくん

このマークは、愛知県の安全

なまちづくりのシンボルマーク

で、ハートと鍵をモチーフにし

ています。

認知件数は603件で、前年に比べ45件（6.9％）減少しました。実質被害総額は12

億6,798万円で、前年に比べ5,167万円（4.2％）増加しました。

一番多かった手口は「架空請求詐欺」で、次が「オレオレ詐欺」、その次が「還付

金等詐欺」になり、この３手口で、被害の９割以上を占めています。

また、キャッシュカードをだまし取る詐欺が多発しています。被害に遭わないため

に、キャッシュカードの暗証番号を第三者に伝えたり、カードを絶対に渡さないよう

にしましょう。

愛知県は、

住宅対象侵入盗

全国ワースト１位
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《 迷惑電話防止機能付

電話機の設置 》

《 金融機関での広報 》

春の安全なまちづくり県民運動を実施します。

運動の期間 ５月11日（土）～５月20日（月）

運動の重点
○ 住宅を対象とした侵入盗の防止 《年間取組事項》
○ 自動車盗の防止
○ 特殊詐欺の被害防止
○ 子供と女性の犯罪被害防止

ゴールデンウィークが明け、希望に胸を膨らませて入園・入学し

た子供たちだけでなく、新たに働き始めた、あるいは職場を変わら

れた方も、新しい環境に慣れた頃だと思います。気の緩みが懸念

される時期ですので、犯罪に遭わないよう気を付けましょう。

検索

ページ名：アンキーくんとシーベルちゃん

（あいちの地域安全）

○防犯対策情報

○交通安全情報

○イベント開催情報

○その他お役立ち情報などを投稿します！

注）ご覧いただくにはフェイスブックへの登録が必要です。

◎地域自主防犯活動活発化促進事業（平成30年度）の活動を紹介します。
当事業は、全国最多の被害（件数）が発生している住宅対象侵入盗、多発している自動車盗及び特殊詐欺、

さらには子供・女性に対する安全対策等について、自主防犯団体及び地域の団体（学生ボランティア団体等）か

ら、自ら活動する地域の特性に応じた独自の防犯活動の企画を募集し、実践を委託することで、自主防犯活動

の活発化を図るものです。

今回は事業を実施した21団体のうち、特殊詐欺対策に取り組んだ、名古屋市熱田区の名古屋学院大学 熱

田プロテクトチーム（ＡＰＴ）を御紹介します。

【団体紹介】
平成28年10月結成。
名古屋学院大学日比野キャンパスに通
う大学生で編成されたグループ。
熱田警察署と連携して防犯パトロール
や防犯キャンペーンを行っている。

【活動内容】

熱田区に居住する隊員はいないですが、大学のある熱田区を第二の居住地

とみなして、「熱田区内から特殊詐欺被害をなくせ！」との思いで活動しまし

た。

高齢者宅を訪問し、希望者に迷惑電話防止機能付電話機を取り付け、注意

喚起を行いました。

熱田警察署主催のキャンペーンに参加し、ステージで、10分くらいの特殊詐

欺防止のお話をして、参加者に被害防止を呼びかけました。

大学内では、若者の被害が多い架空請求詐欺について、学生にスライドを

使って説明し、被害防止を呼びかけました。

年金支給日には、大学近くの金融機関で、来店者に啓発品を配布しながら、

被害防止を呼びかけました。

これからも、大学生という立場を活かし、幅広い世代を対象とした広報啓発

活動を行っていきます。

《 警察のキャンペーンに参加 》

名古屋学院大学 熱田プロテクトチーム（ＡＰＴ）

《 大学生に向けた広報 》


